
元気な横浜市の太郎

==~瀬 上沢緑地保全  大 きく前進
港南区と栄区の区境にある、緑豊かなホタルが飛び交う瀬上沢。開発計画が持ち上がったこの緑地の保全を

大きく前進させました。(裏面参照)

=F~市 営バス暫定 8路線存続
横浜市交通局は平成18年に路線再編した際、不採算8路線を平成21年 3月で廃止すると決めました。私は平
成20年の決算特別委員会で収支が改善されたことを評価した上で、存続を要望。局は平成21年 2月に見直しを

した上での路線存続を決めました。

==~政 務調査費 の領収書添付 義務付 けを決定する
議員に対し「調査研究のための必要経費」として支給される政務調査費は、これまでは領収書等の証拠書類
の提出が必要ありませんでした。私は4年前の選挙の際、政策。公約の1つとして政務調査費の領収書添付

義務付けをあげ、当選後、民主党横浜市会議員団を通じて必要性を訴えました。全ての領収書添付を義務付
ける「横浜市政務調査費条例改正案」は平成20年第1回定例会で議員提案として提出され、全会一致で可決。

同年4月より施行されました。

==口 市立南高等学校  中高一貫校化 に際 し同窓会 はじめ地元 の要 望を実現
平成24年から中高一貫化される南高校は、当初高校からの入学を認めない完全6年制の「南中等教育学校
(仮称 )」 として生まれ変わる予定でした。これに対し同校同窓会はじめ地元は、高校からの入学を一部認める
「併設型」として南校の存続を訴えました。私は当時所属していた、こども青少年教育常任委員会で問題点を

指摘して「併設型」を要望。最終的に横浜市教育委員会は要望を受け入れ、高校から1クラス分を入学させる

「併設型」として南校を存続。中学校は「南高等学校附属中学校」となりました。



槻 け ←

瀬上沢の緑地を開発計画から守る活動が大きく前進

平成19年の選挙の際、政策。公約として訴えてきた瀬上沢緑地保全 r・l題。当選後、私は直ちに港南区・栄区でこの問題に取り組

む方々と個rll面談をしてきました。そこから見えてきたのは、それぞれの方が様々な課題テーマを持って取り組んで来たということでした。

そこで面談した方々皆様に声掛けし、一堂に集まっていただき議論をスタートしました。これが「上郷開発から緑地を守る署名の会」

の始まりです。

署名は平成19年 12月 に約90,000筆集め、市長に提出。私はこの問題を初めて本会議で取り上げ、その後も予算・決算特ガ1委員会

で何度も質問してr・n題点を指摘。緑地保全の

“

要性を訴えてきました。平成19年 10月には港南区選出県。市会議員全員で現地を視

察し、全ての党派に共通の課題認識へと広がりました。

また、マスコミがこの問題を取り上げるなど横浜市全体の問題となってくる中、平成20年 7月の横浜市都市計画提案評価

委員会、9月の横浜市都市計画審議会を経て、この開発計画は白紙となり瀬上沢の緑地保全が大きく前進しました。

◆いちの太郎もの語り Vol.6いつたん政治から離れ 000当選ヘ
2003年 (平成15年 )4月、市会議員選挙落選後、北海

道でのホタテ漁師のアルバイトを経て9月に横浜へ戻って

きました。早々にある国会議員の方から秘書としてのお

話を頂きましたが、私はいったん政治の世界から離れるこ

ととしました。

就職先は磯子区岡村にある「東横製函工業」という従

業員わずか4名の小さな梱包会社です。業務は、作業場

で木材を切り製品 (本箱)を作り、お客様のもとに4tロン

グボディーのトラック(当時は普通免許で運転できました)

で運ぶという内容でした。

冬は0℃まで室温が下がり、夏|よ40℃まで上がる作業場

でハンマーと釘を使い箱を作るわけですが、正直子ども

の頃から図工や技術が苦手だった私には、なかなか仕事

に慣れず苦労の連続でした。そんな中でも、唯一の先輩

社員である日系ペルー人のダニエル西村さんは、ときに

はやさしく、またあるときには厳しく指導して頂き面倒を

見てもらいました。

また、トラックの運転にも最初は苦しみました。4tトラッ

クといえば中型バスと同じくらいの大きさです。こんなトラツ

クが普通免許で運転できるのかと最初は驚きましたし、乗

用車とはハンドルのあつかい方が大きく異なるので戸惑

いましたが、幸い事故はありませんでした。

約2年半この会社でお世話になり、2006年春に退職。

出馬への準備に入りました。今回も約 1年の準備期間が

ありましたが、政策を作るにあたり「市民が主役の政治を

めざして」という原点に立ち返って考えました。
・瀬上沢の緑地保全  政務調査費の領収書公開
港南区のスポーツ振興

を3本の柱として2007年 (平成19年 )4月の市議選に再

出馬。当選することができました。

いちの太郎が前回の選挙 (平成19年)で訴えてきた政策・公約

魃 情報公開の促進。特に政務調査費の領収書添付義務付けの早期実現。

躊削閂吻削瑕凸逹茫飩麒彰栄区との区境にある瀬上沢の自然を守る。
隋踊輔鰯咽5ヨ臨 l鍵・:薔:炸嗽凸祗麟港南区をスポーツ・レクリエーションの盛んな街に致します。

1965年 4月 9日 横浜市生まれ
横浜国大附属横浜小 中学校卒業

1984年 神奈川県立港南台高校卒業(9期生)
1990年  日本大学文理学部数学科卒業後

(株)S丁丁コーボレーションヘ入社

国会議員公設秘書を経て

東横製函工業(株 )

横浜市会議員 (港南区)選挙初当選

港南台高校同窓会 副会長
KttBL(港南台タウン野球リーグ)顧問
日野町少年野球リーグ 顧問
神奈川県ボディビル連盟 顧間

2003年
2007年
現  在


